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轟酬e
教授（名古屋大学大学院環境学研究科地球環境科学専攻）公募のお知らせ

　本専攻では，下記の要領により教授を公募いたしま

す．

　　　　　　　　　　　記

1．職種・人員：

　　　名古屋大学大学院環境学研究科

　　　地球環境科学専攻地球環境変動論講座

　　　教授・1名

2．応募資格：

　　　（1）大気・水圏にかかわる地球環境変動の研究

　　　　を行い，この分野に関連する国内外の研究プ

　　　　ロジェクトを推進した実績があること．

　　　（2）地球環境科学の広い分野に見識を持ち，当

　　　　研究科で推進するプロジェクトに参加できる

　　　　こと．

　　　（3）大学院教育に熱意を持ち，地球環境変動関

　　　　連の授業を担当できること．

3．着任希望時期：2006年4月1日

4．応募書類：

　（1）履歴書

　（2）これまでの研究と推進した研究プロジェクトの

　　　概要

　（3）今後の教育・研究の計画と抱負

　（4）研究業績リスト（和文のものは和文で表記する

こと）

A．

B．

C．

D．

　　　会との連携，

　（5）主な論文の別刷り3編程度（複写可）

　（6）応募者に関する所見をうかがえる方2名の氏名

　　　と連絡先

5．応募締切：2005年12月5日（必着）

　　封筒の表に「教員応募書類在中」と朱書し，簡

　　易書留にて郵送すること．

6．書類の送付先及び問い合わせ先：

　　　甲斐　憲次

　　地球環境変動論講座教授選考委員会委員長

　　名古屋大学大学院環境学研究科

　　　〒464－8601名古屋市千種区不老町

　　　Te1：052－789－4257，Fax：052－789－4257

　　　E－mai1：kai＠info．human．nagoya－u．acjp

7．その他
　　　当研究科の概要についてはホームページ

　　http：／／www．env．nagoya－u．acjp／

　　　をご覧下さい．

査読のある原著論文

総説，解説，報告（査読の有無を記すこと）

著書

国内外の学会活動，受賞歴招待講演，社

　　　　　その他特記事項

編集後記：気象学会員のみなさんは，気象庁が発表す

る天気予報がはずれてしまった時，どのような感想を

お持ちになりますか？

　「気象現象はカオスだからある程度はしょうがない

よなあ．」でしょうか？「気象庁情けないぞ！俺のモデ

ルの方が当たるぞ」でしょうか？それとも，やはり「こ

の税金ドロボー！」でしょうか…．

　気象庁では，2002年より気象等の情報をインター

ネットのホームページで提供していますが，このホー

ムページを通じて，国民の皆様からさまざまなご意見，

苦情が寄せられています．私の所属する予報部では，

部の業務に関連するご意見を庁内ネットワーク上の掲

示板に掲載し，情報共有を図っています．やはり，天

気予報が大幅にはずれてしまったときや，台風進路予
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想が思わしくなかった時などの「ご意見」の数は相当

数にのぼり，申し訳ない気持ちでいっぱいになります．

これら寄せられたご意見に対し，1通1通お返事をさ

せていただくことはなかなか困難なのですが，すべて

国民のご意見として，業務に役立たせていただいてい

ます．

　つい最近，なるほどと感心したご意見があったので

ご紹介します．台風の「上陸」とはどのような状態で

あるかご存知でしょうか？みなさんご想像のとおり，

台風の中心が本州などの海岸に達した場合を言うので

すが，この定義が不適切というものです．「台風の中心

は何々市付近にあって…」の表現は，被害が中心付近

のみと錯覚させ，台風による被害予測を混乱させてし

まう．台風による被害を減らすためには，暴風域や強

雨範囲の陸への接近をもって台風の上陸とすべき，と．

この意見，われわれ気象学関係者からはなかなか出せ

ないと思いませんか？，私の上司も目からウロコと表

現していました．（残念ながら，このご意見を実際の気

象業務に生かすのはかなり困難と思われますが…．）い

つも柔軟な考えを持とうと努力はしているもののやは

り，いろいろな方々からの意見を聞くことは大切です

ね．

　この「天気」も，編集委員の凝り固まったアタマで

は，面白い記事のアイデアがなかなか浮かんできませ

ん．こんなことをやって欲しい，などのご意見があり

ましたら，ご遠慮なく編集委員までお寄せください．

　さてさて，みなさんお楽しみの気象少年養成物語

コーナーです（笑）．いつの問にか5歳になった我が長

男ですが，私自身，幼少の頃に愛読していた，今や気

象予報士を目指す人たちの第一歩と誉れ高い「天気100

のひみつ」（学習研究社）を買い与えてみました．この

作戦が大成功で，休日の夜は「おとうさん，天気読ん

で読んで！」とせがまれます．気象予報士最年少記録

はもらったな．ふふふ．次回乞うご期待！（金田昌樹）
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「天気」編集委員会

編集委員長

　編集委員

新野　　宏（理事）

里村雄彦（理事）・古川武彦（理事）

藤部文昭（理事）

青柳曉典・池田　徹・榎本　剛
大淵　済・笠原真吾・勝山健一
金田昌樹・上口賢治・川島正行
小出　寛・小林健二・桜井敏之
佐藤晋介・小司禎教・関山　剛
高橋　宙・田口晶彦・寺坂義幸
中西幹郎・中村　尚・新村典子
林修吾・平井雅之・別所康太郎
水野　　量・山本　　哲

地区編集委員　北海道

東　北

関　東

中　部

関　西

九　州

沖　縄

伊藤道男・渡部雅浩
土井雅彦・岡本　創
岡田憲治・河野耕平
岡田　京・永尾一平
松村　哲・堀之内武
礒部英彦・中島健介
新里博美

編集書記棚橋公子
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